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１０月下旬における樹勢。左が簡易型養液土耕システムで栽培した区、右が慣行区

千両ナスにおける養液土耕栽培技術の開発

トンネル早熟栽培で千両ナスの養液土耕を検討したところ、１０月までの総

収量は反収で慣行区１８ｔに対し養液土耕区２５ｔ（３９％増 、秀品収量は）

慣行区１１ｔに対し養液土耕区１６ｔ（４５％増）と大幅に増収しました。

養液土耕は土壌に施用する肥料量も少なく、うね間に湛水しない環境に配慮

した省力的な栽培法です。しかし、台木による収量の差や給肥システムの設置

等の課題が残っています。本年度は予備試験として設置した簡易型システムや

新たな台木の検討等を行い、普及に向けて体系化を進めます。
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